
28広報とよおか 2017（平成29）年3月号　 28

2017（
平
成
29）年

3月
号
／
2月
25日

発
行

■
編
集
　
豊
岡
市
秘
書
広
報
課

　
〒
668-8666兵

庫
県
豊
岡
市
中
央
町
２
番
４
号

　
☎
0796­―23―1114　

FA
X
24―1004

■
振
興
局
　
　
　
　
　
 城
崎
☎
32―0001　

竹
野
☎
47―1111

　
日
高
☎
42­­―1111　

出
石
☎
52―3111　

但
東
☎
54―1000

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.city.toyooka.lg.jp

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。

広
報
　と
よ
お
か

N
o.262

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ど
真

ん
中
に
位
置
す
る
神
鍋
高
原
で
、

四
季
折
々
の「
自
然
あ
そ
び
の
場
」

を
提
供
し
て
い
る
の
が
、
前
田
敦

司
さ
ん
で
す
。

　

前
田
さ
ん
は
、
平
成
23
年
に
東

京
か
ら
U
タ
ー
ン
。
独
立
を
前
提

に
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ガ
イ

ド
を
2
年
間
務
め
、
自
然
学
習
と

出
会
い
ま
し
た
。「
ガ
イ
ド
を
す

る
団
体
を
立
ち
上
げ
た
い
」「
な

い
も
の
は
作
っ
て
し
ま
え
ば
い

い
！
」と
、
自
然
体
験
を
し
な
が

ら
ジ
オ
パ
ー
ク
の
良
さ
を
伝
え
る

『
N
P
O
法
人
か
ん
な
べ
自
然
学

校
』を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
「
自
然
学
校
と
い
う
名
前
だ
け

ど『
教
え
る
』よ
り『
気
付
き
』を
大

事
に
し
て
い
る
」「
気
付
き
の
機
会

と
し
て
、
時
間
と
空
間
を
作
り
、

自
分
で
気
付
き
学
ぶ
よ
う
な
声
掛

け
を
す
る
。
で
も
、
教
え
た
く
は

な
い
」と
前
田
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

ヒ
ン
ト
と
答
え
の
ラ
イ
ン
の
見
極

め
は
難
し
く
、
大
切
で
す
。

　

自
分
の
生
き
方
、
理
想
、
や
り

た
い
こ
と
を
求
め
て
実
現
し
て
い

る
前
田
さ
ん
。「
求
め
な
い
と
か

な
わ
な
い
。
求
め
た
ら
か
な
う
」。

自
身
が
信
じ
る
こ
の
言
葉
を
、
み

ん
な
に
伝
え
た
い
と
力
強
く
語
り

ま
す
。

自然あそびの場を通じて
子どもたちに気付きと学びを

前田敦司さん（32歳）日高町名色

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲世代を超えた熱戦

　２月５日、港地区公民館で、第７回港かるた大
会が開催され、園児から高齢者まで延べ160人以
上が参加しました。
　大会では、個人戦、団体戦、地区対抗戦が行われ、
取った札の枚数を競いました。港かるたは地域の
歴史や文化、自然を題材にしたもので、地区住民
が平成22年に制作。取り札は片面が切り絵による
｢絵札｣、もう片面が読み札の句を書にした｢字札｣
でできています。また、読み札の片面には地区の
歴史等の解説があり、子どもたちのふるさと教育
にも活用されています。
　大坪爽

そ

世
よ

ちゃん（６歳）は｢絵札が好き！｣と身を
乗り出して取り札を探していました。

港かるた大会
子どもたちのふるさと教育にも活用

▲一列に並んでゾンデ棒を使用した捜索訓練

　２月４日、旧名色スキー場で、豊岡市日高消防
団、豊岡南警察署、豊岡消防署の合同による｢冬
山遭難救助訓練」が行われました。
　参加者は、消防署の指揮の下、実際に消防隊員
が雪の中に埋まった人を検索するゾンデ棒をズ
ボッ、ズボッ、ズボッ。棒が人に当たる感触を全
員で確認しました。その後、雪崩が発生したこと
を想定しゲレンデ中腹までの雪上歩行。事前に埋
設した人形を棒で検索し、要救助者を的確に掘り
出す訓練などを行いました。
　日高消防団長の岡本 孝さんは｢災害はいつ起こ
るか分からない。３者が合同で訓練することに意
義がある｣と話し、万が一の遭難に備えました。

冬山遭難救助訓練
遭難救助の向上と関係機関の素早い連携


